
令和６年度愛鳥週間用
ポスター原画コンクール
受賞者コメント

優 秀 賞

長崎市立朝日小学校６年生

小野 陵翔さんの作品

愛鳥週間用ポスターの募集を知り、ど
んなものなのか興味をもちました。そこ
で、何を書くか、インターネットで調べ
ると、美しい桜の中に一ぴきのシジュウ
カラという鳥がいる画像をみつけました。
色あざやかなシジュウカラという鳥をか
いてみたいと思い作品にしました。
シジュウカラの毛がモフモフしているよ
うに見せるため、水をあまりつけず、筆
が少しかんそうしているときに色をつけ
ました。



令和６年度愛鳥週間用
ポスター原画コンクール
受賞者コメント

優 秀 賞

長崎市立滑石中学校３年生

久田 愛実さんの作品

野母崎の海岸付近でよく見かけるイソ
ヒヨドリを描きました。長崎の美しい海
の風景と、歴史がつまった軍艦島、何億
年も昔の地層がつくっためおと岩を背景
にして、海の波、雲の形、水平線にもこ
だわりました。私が１番工夫したところ
は、イソヒヨドリの目です。黒をぬった
後、うすめたポスターカラー絵の具で、
何回か重ねて明るい色をぬり、生き生き
とした表情が出せるよう工夫しました。
目の周りの細かい羽毛や、翼の羽も、１
枚１枚ていねいに描き、全体的にリアル
感が出せるようがんばりました。受賞す
ることができ、とてもうれしいです。
ありがとうございます。



令和６年度愛鳥週間用
ポスター原画コンクール
受賞者コメント

優 秀 賞

長崎県立佐世保西高等学校２年生

酒井 香帆さんの作品

愛鳥週間のポスターを描くにあたっ
てどんな鳥を描こうか調べている時に、
「ツグミ」という鳥を見付けました。
渡り鳥で秋頃に日本で見かけることが
できます。かつて日本でツグミは食用
として乱獲されたり農家から迷惑がら
れていました。今では、捕獲が厳重に
禁止されているので鳥を守るという点
で愛鳥週間にぴったりだと考えました。
そして雛を描くことで見た人に小さい
命を守ろうという意識が少しでも湧い
てくれたら嬉しいと思いました。工夫
した点は羽毛の毛の流れや巣の枝など
をなるべく本物に近づくように細かく
描いたことです。時間もかかったため
苦労した点でもあります。


